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「
２
０
０
号
発
刊
を
感
謝
し
て

昨年の運動会での “風船とばし ”

　

理
事
長
　

宮

﨑

信

義

　

１
９
６
７
年
12
月
に
機
関

紙
「
愛
の
手
を
」
第
１
号
が
発

刊
さ
れ
、
１
９
９
５
年
12
月

に
第
１
０
０
号
記
念
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

時
の
巻
頭
言
に
は
、
評
議
員
で
あ
ら
れ
た
金
子
純
雄

先
生
が
「
天
国
か
ら
の
贈
り
物
」
と
題
し
て
７
歳
に

な
る
前
に
夭
折
さ
れ
た
脳
性
小
児
ま
ひ
児
に
つ
い
て

「
神
様
が
天
国
か
ら
贈
ら
れ
て
き
た
天
使
が
再
び
帰

天
し
た
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。
そ
の
後
も
年
に
４

回
の
季
刊
発
行
が
守
ら
れ
、
今
年
の
７
月
号
で
２
０

０
号
と
な
り
ま
し
た
。

　

重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
の
多
く
の
方
々
が
、
同

じ
よ
う
に
重
度
重
複
の
障
が
い
を
担
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
久
山
療
育
園
重
症
児
者
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
の

設
立
理
念
に
導
か
れ
て
こ
れ
ま
で
の
44
年
間
の
働
き

と
人
々
と
の
絆
が
保
た
れ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
在

り
方
が
、
「
重
症
児
者
と
共
に
」
、
「
重
症
児
者
が

世
の
光
」
、「
重
症
児
が
社
会
の
片
隅
に
収
容
さ
れ

て
生
き
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
地
域
の
中
心
に
位

置
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
」
と
い
う
理
念
や
合
言

葉
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
11
月
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（
C
O
V
I
D-

19
）
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
（
世
界
的
流
行
）
と
な
り
、
３
月
12
日
に
は
Ｗ
Ｈ

Ｏ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
C
O
V
I
D-

19
）
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
宣
言
を
な
し
、
日
本
に
お
い
て
も
４

月
７
日
か
ら
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
７
都
府
県
（
東

京
・
大
阪
・
名
古
屋
・
千
葉
・
埼
玉
・
兵
庫
・
福
岡
）
に

発
令
さ
れ
、
４
月
16
日
か
ら
５
月
６
日
に
か
け
て
「
緊

急
事
態
宣
言
」
が
全
国
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
当
園
の

感
染
対
策
委
員
会
で
も
、
２
月
28
日
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
中
止
、
３
月
18
日
か
ら
入
園
保
護
者
の
面
会
禁

止
を
お
願
い
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
こ
の

よ
う
な
危
機
に
お
い
て
も
、
保
護
者
の
方
々
の
家
族
愛

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
マ
ス
ク
献
品
な
ど
の
支
援

や
思
い
や
り
、
活
動
で
き
な
い
こ
と
へ
の
失
望
感
を
見

聞
き
し
て
、
重
症
児
（
者
）
が
ま
こ
と
の
「
世
の
光
」
で

あ
る
こ
と
を
再
確
認
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
根
底
に
は
こ
の
半
世
紀
余
り
、
心
身
障
が
い
者

と
共
に
生
き
る
運
動
を
起
こ
し
、
１
９
７
６
年
に
施
設

建
設
に
導
か
れ
た
神
様
の
大
き
な
愛
と
憐
れ
み
を
覚
え

た
次
第
で
す
。
導
か
れ
て
44
年
間
、
そ
し
て
「
愛
の
手

を
」
の
発
行
２
０
０
号
、
と
て
も
人
間
の
力
や
業
（
わ

ざ
）
で
は
な
し
得
な
か
っ
た
と
改
め
て
述
懐
し
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
「
理
念
と
展
望
」
で
述
べ
ま

す
よ
う
に
、
主
の
お
導
き
に
従
っ
て
重
症
児
（
者
）
に

仕
え
、
①
Q
O
L
（
生
活
の
質
・
生
命
の
質
・
人
生
の

質
）
の
向
上
、
②
命
の
尊
厳
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
保

護
者
と
の
絆
を
重
視
す
る
役
割
、
③
地
域
に
開
か
れ
た

施
設
と
し
て
保
護
者
・
友
の
会
・
地
域
と
の
連
携
の
担

い
手
で
あ
る
こ
と
に
立
ち
続
け
た
い
と
願
い
ま
す
。

第 200 号（1） 2020 年 7月 20日愛　の　手　を



　

久
山
療
育
園
が
開
園
し
た

１
９
７
６
年
９
月
に
先
駆
け
て
、

１
９
６
７
年
12
月
に
機
関
紙「
愛

の
手
を
」第
１
号
が
創
刊
さ
れ
、

１
９
９
５
年
12
月
に
第
１
０
０
号

が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

創
立
後
10
周
年
ご
と
に
記
念
誌

が
創
刊
さ
れ
、
久
山
療
育
園
の
歴

史（
重
症
心
身
障
害
児（
者
）の
こ
と
、

事
業
活
動
、
コ
ロ
ニ
ー
友
の
会
の

支
援
、
ご
家
族
と
の
交
わ
り
な
ど
）

が
明
記
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
記

録
に
残
っ
て
い
な
い
こ
と
は「
愛
の

手
を
」が
補
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
も
年
に
４
回
の
発
行
が
続
け

ら
れ
、
支
援
者
や
保
護
者
、
職
員
、

諸
教
会
な
ど
に
発
信
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
「
愛
の
手
を
」第
１
号
が
創
刊
さ

れ
る
２
ヶ
月
前
に
、「
バ
プ
テ
ス

ト
心
身
障
害
児（
者
）を
守
る
会
」

発
足
の
た
め
の
第
１
回
会
議
が
開

催
さ
れ
、
支
援
す
る（
共
に
生
き

る
）対
象
と
し
て
最
重
度
の
障
害
児

で
あ
る
重
症
心
身
障
害
児（
者
）へ

と
運
動
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
当
時
の
保
育
園

や
幼
稚
園
で
は
、
重
度
の
障
害
児

を
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
場
は
少

な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

福
岡
地
域
の
方
々
や
教
会
幼
稚
園

か
ら
の
声
が
上
っ
た
こ
と
と
、
創

立
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
だ
っ

た
川
野
直
人
牧
師
の
長
女
の
な
お

み
さ
ん
が
重
症
心
身
障
害
児
だ
っ

た
こ
と
も
運
動
が
推
進
さ
れ
た
要

因
だ
と
思
い
ま
す
。
合
わ
せ
て

1
9
6
9
年
11
月
に「
バ
プ
テ
ス
ト

コ
ロ
ニ
ー
友
の
会
」（
現
・
重
症
心

身
障
害
児
者
と
共
に
生
き
る
ミ
ッ

ト
レ
ー
ベ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）が
誕

生
し
、「
バ
プ
テ
ス
ト
心
身
障
害
児

（
者
）を
守
る
会
」と
共
に
車
の
両
輪

と
し
て
運
動
を
推
進
し
て
来
れ
ま

し
た
。
設
立
理
念
に
も
謳
わ
れ
て

い
る
通
り
、
こ
れ
ま
で
の
運
動
と

事
業
は
、「
キ
リ
ス
ト
の
福
音
を
土

台
」と
し
て
運
営
さ
れ
る
も
の
で
、

特
定
の
個
人
の
力
や
思
い
に
よ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

も
総
括
的
に
で
は
な
く
、
重
症
児

（
者
）や
ご
家
族
・
支
援
者
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
職
員
一
人
ひ
と
り
が

覚
え
ら
れ
、
今
日
ま
で
導
か
れ
て

参
り
ま
し
た
。

設
立
理
念
と
そ
の
再
確
認

①「
設
立
の
目
的
」「
重
症
心
身
障

害
児
に
愛
の
手
を
」か
ら
、
在
宅
及

び
入
所
重
症
児
者
の
必
要
に
聴
く

医
療
療
育
計
画
と
実
践
を
継
続
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た「
重
症
児
が
社

会
の
片
隅
に
収
容
さ
れ
て
生
き
る

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
地
域
の
中

心
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
願

う
」か
ら
、「
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
」

建
設
に
代
表
さ
れ
る
地
域
に
開
か

れ
た
重
症
児（
者
）へ
の
医
療
支
援
。

「
久
山
療
育
園
は
単
な
る
収
容
施
設

で
は
な
く
、
新
し
い
福
祉
社
会（
福

祉
共
同
体
）づ
く
り
の
拠
点
で
あ

る
」こ
と
か
ら
、「
在
宅
支
援
セ
ン

タ
ー
」の
働
き
か
ら
福
祉
共
同
体
の

実
現
、
地
域
医
療
連
携
の
担
い
手

と
し
て
。

②「
運
営
基
本
方
針
」か
ら
、「
久
山

療
育
園
は
キ
リ
ス
ト
の
福
音
を
土

台
と
し
て
」祈
り
に
覚
え
つ
つ
運
営

に
心
が
け
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の

働
き
は
、
重
症
児
者
と
共
に
生
き

る
ミ
ッ
ト
レ
ー
ベ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
諸
教
会
及
び
保
護
者
会
と
の

協
働
に
よ
っ
て
セ
ン
タ
ー
の
正
し

い
方
向
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

③「
療
育
基
本
方
針
」か
ら
、「
久
山

療
育
園
は
、
病
院
で
あ
り
学
校
で

あ
り
家
庭
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は

対
象
者
を
技
術
論
的
に
で
は
な
く
、

全
人
的
に
と
ら
え
る
。
そ
の
た
め

に
、
そ
れ
ぞ
れ
最
善
の
職
際
的
協

力
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
専
門
的
領
域
の
働
き
を
全
う
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」こ
と
を
就
業

規
則
に
定
め
、
セ
ン
タ
ー
職
員
の

職
業
倫
理
と
し
て
、「
久
山
療
育
園

の
療
育
」の
再
確
認
と
医
療
マ
イ
ン

ド
に
基
づ
く
生
命
の
尊
厳
を
支
え

る
～
Q
O
L
（
生
活
の
質
・
生
命

の
質
・
人
生
の
質
）を
重
視
し
た
医

療
療
育
を
継
続
・
継
承
し
て
い
く

こ
と
を
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
重
症
児
者
と
共
に
」事
業
と
運
動

の
歴
史

　

 

長
く
な
り
ま
す
が
運
動
体
と
し

て
の
初
め
と
現
状
を
歴
史
的
に
再

確
認
致
し
お
示
し
し
ま
す
。

　

1
9
6
7
年
10
月 

バ
プ
テ
ス
ト

心
身
障
害
児（
者
）を
守
る
会
発
足

の
た
め
の
第
１
回
会
議
。
1
9
6
7

年
12
月「
愛
の
手
を
」第
１
号
発
行
。

1
9
6
9
年
11
月 

バ
プ
テ
ス
ト
コ

ロ
ニ
ー
友
の
会
誕
生
。
1
9
7
5

年
９
月
社
会
福
祉
法
人
バ
プ
テ
ス

ト
心
身
障
害
児（
者
）を
守
る
会
設

立
認
可
。
1
9
7
6
年
９
月
児

童
福
祉
施
設
設
立
認
可
，
入
園
開

始（
９
月
27
日
５
名
）。
1
9
7
6

年
10
月
コ
ロ
ニ
ー
友
の
会
の
施
設

訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
開
始

（
登
録
50
名
）。
1
9
7
8
年
11
月

変
則
４
回
食
制
開
始
。
1
9
7
9

年
４
月
北
筑
前
養
護
学
校
訪
問

教
育
開
始（
園
児
29
名
が
就
学
）。

1
9
8
0
年
１
月
歯
科
診
療
開
始

（
→
診
療
科
目
；
内
科
・
小
児
科
・

整
形
外
科
・
歯
科
）。
1
9
8
0
年

12
月
第
１
回
症
例
研
究
発
表
会（
現

在
は
２
月
に「
療
育
体
験
研
究
発

表
会
」と
し
て
継
続
）。
1
9
8
6

年
３
月
全
園
児
に
専
用
の
食
事
訓

練
椅
子
を
作
製
。
1
9
9
0
年
１

月
通
園
モ
デ
ル
事
業
開
始
；
久
山

療
育
園
も
参
加（
全
国
で
５
施
設
）。

1
9
9
7
年
度 

病
棟
傾
斜
配
置

実
施
，
地
域
療
育
部
創
設（
５
部

制
）：
重
症
児
者
一
人
一
人
に
合
致

し
た
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
。
在
宅

支
援
の
要
と
し
て
の
通
園
事
業
の

運
営
。
2
0
0
1
年
９
月
久
山
療

育
園
創
立
25
周
年
記
念
講
演
、
記

念
出
版「
重
症
児
者
の
命
の
尊
厳
」

刊
行
。
2
0
0
5
年
９
月
西
日
本

新
聞
全
面
広
告
：「
障
害
者
自
立
支

援
法
の
見
直
し
を
ー
『
障
害
児
者

を
生
き
る
に
価
し
な
い
命
』と
言
わ

せ
な
い
世
の
中
に
」。
2
0
0
6
年

10
月「
療
育
指
導
室
」（
養
育
部
を

改
組
）の
発
足
：
生
活
支
援
員（
指

導
員
・
保
育
士
・
介
護
福
祉
士
・

療
育
員
等
）の
役
割
の
再
確
認
と
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
部
署

運
営
の
規
模
適
正
化
、「
療
育
」の

視
点
の
再
認
識
、
個
別
支
援
計
画

の
充
実
。
2
0
0
7
年
３
月
西
日

本
新
聞
意
見
広
告
；「
障
害
者
は
生

き
る
に
価
し
な
い
と
言
わ
せ
な
い

世
の
中
に（
第
２
報
）」。
2
0
0
8

年
４
月
名
称
変
更
；「
久
山
療
育
園

重
症
児
者
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
」へ
。

2
0
0
8
年
８
月
創
立
30
周
年

記
念
事
業
・
施
設
全
面
改
築
竣
工
。

2
0
0
9
年
度
～
2
0
1
3
年
度 

中
期
５
ヵ
年
計
画
、「
在
宅
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」策
定
。
2
0
1
2
年

４
月
新
体
系
へ
移
行
：（
入
所
）「
障

害
児
入
所
施
設
」（
児
童
）・「
療

養
介
護
事
業
所
」（
成
人
）。（
通

所
）「
児
童
発
達
支
援
事
業（
就
学

前
）」「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

（
学
童
）」、「
生
活
介
護
事
業
」（
成

人
）。
2
0
1
2
年
４
月
７
床
増

 「
愛
の
手
を
２
０
０
号
の
発
行
を
感
謝
し
て
」

理
事
長
　
宮
　
﨑
　
信
　
義

理念と展望

2020 年 7月 20日 第 200 号（2）愛　の　手　を



■
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
と
は

　

前
回
は
ピ
ロ
リ
菌
の
発
見
物
語

で
し
た
が
、
ピ
ロ
リ
菌
が
培
養
さ

れ
た
の
は
採
取
し
た
胃
の
組
織
検

体
を
放
置
し
て
い
た
お
か
げ
、
偶

然
の
出
来
事
か
ら
で
し
た
。
こ
の

よ
う
に
偶
然
か
ら
生
ま
れ
る
発
見

は
、
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
と
呼
ば

れ
ま
す
。
日
本
語
に
適
切
な
語
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
え
て
言
え
ば

「
ひ
ょ
う
た
ん
か
ら
駒
」で
し
ょ
う

か
。
偶
然
の
賜
物
、
偶
然
の
産
物
、

嬉
し
い
誤
算
、
思
わ
ぬ
収
穫
、
棚

か
ら
牡
丹
餅（
？
）な
ど
の
意
味
で

す
。「
偶
察
力
」と
も
訳
さ
れ
ま
す
。

　

セ
レ
ン
デ
ィ
ッ
プ
と
は
セ
イ
ロ

ン
島
、
い
ま
の
ス
リ
ラ
ン
カ
の
こ

と
で
す
。
セ
イ
ロ
ン
は
昔
か
ら
日

本
で
も
、
紅
茶
の
栽
培
で
有
名
で

す
ね
。
こ
の
地
の
昔
話
に「
ス
リ
ラ

ン
カ
の
３
人
の
王
子
」と
い
う
話
が

あ
り
ま
す
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
王
様

が
３
人
の
息
子
た
ち
を
鍛
え
る
た

め
に
、
旅
に
出
し
ま
し
た
。
旅
先

で
王
子
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
困
難

に
ぶ
つ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
思

わ
ぬ
出
来
事
に
遭
遇
し
な
が
ら
、

彼
ら
の
持
つ
知
恵
と
機
転
に
よ
っ

て
、
も
と
も
と
探
し
て
は
い
な
か

っ
た
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
発
見
す
る
、

と
い
う
お
話
で
す
。
こ
の
物
語
を

子
供
の
時
に
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る

英
国
の
小
説
家
ホ
レ
ス
・
ウ
ォ
ル

ポ
ー
ル
が
、
１
７
５
３
年
に
生
み

出
し
た
言
葉
が
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ

ィ
と
い
う
言
葉
で
し
た
。
こ
の
言

葉
は
そ
の
後
、
科
学
の
大
発
見
に

対
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
言
葉
と

な
り
ま
し
た
。

■
ペ
ニ
シ
リ
ン
の
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ

ィ
　

抗
生
物
質
の
ペ
ニ
シ
リ
ン
の
発

見
は
、
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
の
代

表
と
し
て
よ
く
登
場
し
ま
す
。
英

国
の
細
菌
学
者
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・

フ
レ
ミ
ン
グ
は
、
ブ
ド
ウ
球
菌
の

培
地
を
夏
休
み
の
1
か
月
以
上
に

わ
た
り
実
験
台
に
放
置
し
て
い

た
の
で
す
が
、
培
地
の
中
に
生
え

た
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
を
作
る
ア
オ
カ

ビ
が
、
そ
の
周
囲
の
バ
ク
テ
リ
ア

の
集
団（
コ
ロ
ニ
ー
）を
溶
か
し
て

い
る
の
を
発
見
し
た
の
で
す
。
細

菌
を
強
力
に
や
っ
つ
け
る
抗
生
物

質
は
、
こ
う
し
て
誕
生
の
き
っ

か
け
が
作
ら
れ
た
の
で
す
。
し
か

し
、
フ
レ
ミ
ン
グ
は
そ
の
観
察
を

記
述
し
た
だ
け
で
し
た
。
さ
ら
に

ペ
ニ
シ
リ
ン
の
精
製
に
た
ど
り
着

く
た
め
に
は
、
９
年
後
に
こ
の

論
文
を
見
つ
け
た
化
学
者
た
ち

が
、
人
体
に
使
用
で
き
る
抗
生
物

質
と
し
て
精
製
す
る
こ
と
が
必
要

で
し
た
。
こ
う
し
て
フ
レ
ミ
ン
グ

と
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
の
精
製
に
成
功

し
た
化
学
者
の
フ
ロ
ー
リ
ー
と
チ

ェ
イ
ン
は
、
1
9
4
5
年
の
ノ
ー

ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
私
が
面
白
い
と
思
う
の

は
、
ピ
ロ
リ
菌
の
培
養
と
の
共
通

点
が
、
培
養
標
本
を「
放
置
し
て
い

た
」と
い
う
点
で
す
。
こ
ん
な
偉
人

の
人
た
ち
で
も
、「
ほ
っ
た
ら
か
し
」

と
い
う
、
い
わ
ば
雑
な
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
の
で
す
ね
。
で
も
そ
の
ほ

っ
た
ら
か
し
た
材
料
の
変
化
を
見

逃
さ
な
い
、
そ
の
注
意
深
さ
が
偉

人
の
偉
人
た
る
ゆ
え
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
は
ア

オ
カ
ビ
を
発
見
し
た
フ
レ
ミ
ン
グ

が
有
名
で
す
が
、
彼
は
こ
れ
に
関

し
て
そ
れ
以
上
の
研
究
は
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
ペ
ニ
シ
リ
ン
が
人
類

を
救
う
く
す
り
と
し
て
世
に
出
た

の
は
、
９
年
間
も
埋
も
れ
て
い
た

研
究
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
精
製
し

た
化
学
者
た
ち
の
貢
献
も
発
見
者

と
同
様
に
偉
大
だ
と
思
い
ま
す
。

■
ナ
イ
ト
ロ
ジ
ェ
ン
・
マ
ス
タ
ー
ド

の
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ

　

白
血
病
や
悪
性
リ
ン
パ
腫
の

ひ
ょ
う
た
ん
か
ら
駒
（
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
）

セ
ン
タ
ー
長
／
理
事
　
岩
　
永
　
知
　
秋

人のからだと病気

床
；
94
床（
医
療
法
）、
88
床（
児
童

福
祉
法
）。
2
0
1
5
年
７
月
創

立
40
周
年
記
念
事
業
：「
在
宅
支
援

セ
ン
タ
ー
」及
び「
重
症
者
ホ
ー
ム

ひ
さ
や
ま
」（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

事
業
開
始
。
2
0
1
7
年
度
社
会

福
祉
法
一
部
改
定
に
伴
い
、
理
事

会（
９
名
）・
評
議
員
会（
13
名
）及

び
法
定
外
に
運
営
協
議
会
の
設
置
。

2
0
2
0
年
８
月
電
子
カ
ル
テ
稼

働
。

「
療
育
病
院
」及
び
障
害
福
祉
施
設

と
し
て
の
基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト

（
概
念
）

　
「
療
育
病
院
」と
し
て
の
重
症
心

身
障
害
児（
者
）施
設
の
役
割
と
し

て
は
、
①「
療
育
病
院
」：
入
所（
契

約
入
所
・
措
置
入
所
・
短
期
入
所
）、

及
び
通
所
事
業
に
お
け
る
健
康
管

理
・
療
育（
活
動
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
）・
介
護
・
補
装
具
の
処

方
・
障
害
児（
者
）歯
科
を
実
施
す

る
。
契
約
入
所
病
床
は
通
常
は
満

床
。「
チ
ー
ム
医
療
」か
ら「
チ
ー
ム

療
育
」へ
。
②「
主
治
医（
医
学
的
管

理
）」：
在
宅
重
症
児
者
で
は
専
門

医
療
機
関（
大
学
病
院
、
こ
ど
も
病

院
、
国
立
病
院
機
構
）で
医
療
に
特

化
し
た
働
き
～
医
療
入
院
。
在
宅

人
工
呼
吸
・
在
宅
酸
素
療
法
な
ど

は
算
定
し
て
い
る
医
療
機
関
の
指

示
に
従
っ
て
実
施
さ
れ
る
。
重
点

地
域
で
は
久
山
療
育
園
も
主
治
医

と
な
る
。
③「
家
庭
医（
か
か
り
つ

け
医
）」：
家
族
と
共
に
近
隣
の
日

常
健
康
管
理
を
行
う
ホ
ー
ム
ド
ク

タ
ー
と
し
て
、
感
冒
や
日
常
的
な

疾
病
な
ど
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア

が
実
施
さ
れ
る
。

　
「
障
害
福
祉
施
設
」と
し
て
、
①

Q
O
L
（
生
活
の
質
・
命
の
質
・

人
生
の
質
）の
向
上
、
②
命
の
尊
厳

を
大
切
に
す
る
こ
と
、
保
護
者
と

の
絆
を
重
視
す
る
役
割
、
③
地
域

に
開
か
れ
た
施
設
と
し
て
保
護
者
・

友
の
会
・
地
域
と
の
連
携
の
担
い

手
で
あ
る
こ
と
を
継
続
す
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、「
愛
の
手
を
」
発
刊

2
0
0
号
記
念
と
し
て
、セ
ン
タ
ー

の
立
ち
位
置
と
こ
れ
か
ら
の
展
望

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
基
本
は

在
宅
及
び
入
所
重
症
児
者
と
共
に

在
り
、
必
要
に
聴
く
計
画
と
実
践

に
努
め
る
こ
と
で
す
が
、
人
の
思

い
や
ま
し
て
自
負
心
で
は
な
く「
キ

リ
ス
ト
の
福
音
を
土
台
と
し
て
運

営
」さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
つ
も
思

い
起
こ
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

の
先
に
多
職
種
か
ら
な
る
職
際
的

協
力
と
研
修
、
自
己
実
現
が
あ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
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か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
こ
と
だ
」。

い
ず
れ
も
と
て
も
示
唆
に
富
む
言

葉
だ
と
思
い
ま
す
。
私
を
含
め
凡

人
は
、
簡
単
に
そ
の
偶
然
を
見
逃

し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
忘
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
偉
人
の
爪
の
垢
を
煎

じ
て
飲
ま
さ
れ
て
も
、
…
や
は
り

だ
め
で
し
ょ
う
ね
。

■
ス
テ
ン
レ
ス
の
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ

テ
ィ

　

医
学
以
外
に
も
当
然
数
多
く
の

セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
は「
錆

び
な
い
鉄
」と
し
て
偶
然
に
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
英
国
の
ハ
リ
ー
・
ブ

レ
ア
リ
ー
は
１
９
１
２
年
、
製
鉄

会
社
で
火
器
の
爆
発
に
耐
え
る
金

属
を
研
究
し
て
い
ま
し
た
。
彼
は

20
％
の
ク
ロ
ム
を
加
え
た
鋼
鉄
を

試
作
し
ま
し
た
が
、
加
工
性
が
悪

い
た
め
、
そ
の
ま
ま
こ
の
合
金
を

放
置
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
た

「
放
置
」で
す
ね
。
し
か
し
そ
の
数

か
月
後
に
こ
の
金
属
が
全
く
錆
び

て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

実
は
、
表
面
に
薄
い
酸
化
し
た
膜

は
で
き
た
の
で
す
が
、
こ
の
膜
が

そ
の
奥
に
錆
び（
酸
化
）が
進
む
の

を
妨
げ
て
い
た
の
で
す
。
こ
れ
か

ら
実
験
を
繰
り
返
し
、
現
在
の
ス

テ
ン
レ
ス
鋼
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

治
療
薬
ナ
イ
ト
ロ
ジ
ェ
ン
・
マ
ス

タ
ー
ド
化
合
物
の
発
見
は
、
悲

劇
に
基
づ
く
も
の
で
し
た
。「
バ

ー
リ
港
の
悲
劇
」と
呼
ば
れ
ま
す
。

1
9
4
3
年
12
月
第
2
次
世
界

大
戦
中
の
イ
タ
リ
ア
、
バ
ー
リ
軍

港
で
の
出
来
事
で
し
た
。
当
時
イ

タ
リ
ア
東
部
は
英
国
が
制
圧
し
て

お
り
、
米
国
の
輸
送
船
に
は
ド
イ

ツ
と
の
毒
ガ
ス
戦
に
備
え
て
、
極

秘
裏
に
マ
ス
タ
ー
ド
ガ
ス
と
い
う

化
学
兵
器
を
１
０
０
ト
ン
積
ん
で

停
泊
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
ナ

チ
ス
空
軍
の
空
襲
が
あ
り
、
輸
送

船
が
爆
破
さ
れ
、
マ
ス
タ
ー
ド
ガ

ス
が
漏
れ
出
し
ま
し
た
。
空
襲
そ

の
も
の
よ
り
も
こ
の
毒
ガ
ス
に
よ

っ
て
多
く
の
死
者
が
出
ま
し
た
が
、

そ
の
際
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い

医
学
的
変
化
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
被
害
者
の
血
液
か
ら
ほ
と

ん
ど
の
白
血
球
が
破
壊
さ
れ
、
消

失
し
て
い
た
の
で
す
。
血
液
の
が

ん
で
あ
る
リ
ン
パ
腫
や
白
血
病
の

研
究
を
し
て
い
た
ロ
ー
ズ
大
佐
、

さ
ら
に
エ
ー
ル
大
学
の
２
人
の
薬

理
学
者
グ
ッ
ド
マ
ン
と
ギ
ル
マ
ン

博
士（
私
も
学
生
時
代
こ
の
２
人
の

書
い
た
教
科
書
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
読
ん
で
は
い
ま
せ

ん
が
…
。）は
こ
れ
に
注
目
し
ま
し

た
。
白
血
球
は
骨
髄
と
い
う
骨
の

中
で
作
ら
れ
ま
す
が
、
血
液
が
ん

で
は
白
血
球
が
異
常
に
た
く
さ
ん

作
ら
れ
る
の
で
す
。
こ
の
化
合
物

を
工
夫
し
て
、
が
ん
細
胞
の
分
裂

を
抑
え
る
こ
と
に
よ
り
増
殖
を
止

め
れ
ば
い
い
。
こ
れ
が
が
ん
の
治

療
薬
と
し
て
、
ナ
イ
ト
ロ
ジ
ェ
ン
・

マ
ス
タ
ー
ド
な
ど
の
ア
ル
キ
ル
化

剤
と
呼
ば
れ
る
抗
が
ん
剤
の
発
見

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
非
人
道
的

な
化
学
兵
器
か
ら
抗
が
ん
剤
が
発

見
さ
れ
た
と
い
う
、
悲
劇
が
生
ん

だ
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
で
し
た
。

■
偶
然
を
見
逃
さ
な
い
心
の
準
備

　

偶
然
と
は
言
っ
て
も
そ
れ
ま
で

の
た
ゆ
ま
な
い
努
力
と
、
そ
し
て

さ
ら
に
重
要
な
の
は
そ
の
偶
然
を

見
落
と
さ
な
い
心
の
準
備
が
重
要

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
セ
レ
ン
デ

ィ
ピ
テ
ィ
を
起
こ
す
き
っ
か
け
は

偶
然
で
す
が
、
も
と
も
と
そ
の
研

究
者
の
心
の
準
備
が
な
く
て
は
見

過
ご
し
て
し
ま
い
ま
す
。
普
通
と

違
う
結
果
や
、
思
わ
ぬ
結
果
が
出

た
時
に
、
そ
れ
を
単
な
る
偶
然
と

し
て
捨
て
去
る
の
で
は
な
く
、
な

ぜ
そ
の
よ
う
な
結
果
が
出
た
の
か

を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
ゲ
ー
テ
曰
く「
我
々
は

知
っ
て
い
る
も
の
だ
け
を
見
る
」。

細
菌
学
の
大
学
者
ル
イ
・
パ
ス
ツ

ー
ル
曰
く
、「
観
察
に
お
い
て
、
チ

ャ
ン
ス
は
準
備
さ
れ
た
心
に
の
み

微
笑
む
」。
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
ア

ル
ベ
ル
ト
・
セ
ン
ト

=

ジ
ェ
ル
ジ

の
言
葉
、「
発
見
と
は
、
皆
が
見
て

き
た
も
の
を
見
て
、
皆
が
考
え
な

■
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ

テ
ィ

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
化
合
物
が
人
工

的
に
最
初
に
作
ら
れ
た
の
も
偶
然

で
し
た
。
1
8
4
5
年
ス
イ
ス

の
化
学
者
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
シ
ェ

ー
ン
バ
イ
ン
は
、
奥
さ
ん
に
自
宅

で
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
実
験
を
こ

っ
そ
り
行
っ
て
い
ま
し
た
。
自
宅

に
持
ち
帰
っ
て
ま
で
実
験
す
る
な

ん
て
、
な
ん
て
熱
心
な
人
で
し
ょ

う
。
彼
は
実
験
中
に
硝
酸
と
硫
酸

を
床
に
こ
ぼ
し
た
の
で
、
あ
わ
て

て
エ
プ
ロ
ン
で
床
を
拭
き
、
ス
ト

ー
ブ
の
上
で
乾
か
そ
う
と
し
ま
し

た
。
そ
の
瞬
間
、
エ
プ
ロ
ン
は
一

瞬
で
ぱ
っ
と
燃
え
上
が
り
ま
し
た
。

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
エ
プ
ロ
ン
の

成
分
で
あ
る
セ
ル
ロ
ー
ス
と
硝
酸
、

硫
酸
が
化
合
し
て
、
ニ
ト
ロ
セ
ル

ロ
ー
ス
が
で
き
た
の
で
す
。
こ
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
可
燃
性
が
高
く
、

熱
で
燃
え
上
が
っ
た
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
ニ
ト
ロ
セ
ル
ロ
ー
ス
に

20
％
程
度
の
樟
脳
を
混
ぜ
る
と
硬

く
な
る
こ
と
が
わ
か
り
、
製
法
を

改
良
し
た
結
果
、
1
8
5
6
年
ジ

ョ
ン
・
ハ
イ
ア
ッ
ト
が
セ
ル
ロ
イ

ド
と
し
て
売
り
出
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
世
界
で
初
め
て
の
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
第
1
号
と
な
り
ま
し
た
。

2020 年 7月 20日 第 200 号（4）愛　の　手　を



「
見
え
な
い
も
の
に
目
を
注
ぐ
。」

〝
わ
た
し
た
ち
は
、
見
え
る
も
の
に

で
は
な
く
、
見
え
な
い
も
の
に
目

を
注
ぐ
。
見
え
る
も
の
は
一
時
的
で

あ
り
、
見
え
な
い
も
の
は
永
遠
に

続
く
の
で
あ
る
。″
（
コ
リ
ン
ト
人

へ
の
第
二
の
手
紙
４
章
18
節
）

　
『
愛
の
手
を
』２
０
０
号
の
発
刊

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

前
号
の
、
折
か
ら
の
全
世
界
に

広
が
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
菌
の
蔓

延
に
対
し
、「
緊
急
事
態
宣
言
」が

発
令
さ
れ
、
特
に
医
療
機
関
な
ど

の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
症
の
恐
れ
を
案

じ
て
お
り
ま
し
た
が
、
巻
頭
の
岩

永
セ
ン
タ
ー
長
の
単
な
る
ご
挨
拶

で
な
い「
新
年
度
に
当
た
り
」の
希

望
に
満
ち
た
言
葉
や
、
宮
﨑
理
事

長
の
変
わ
ら
ぬ
堅
実
な「
久
山
療
育

園
の
歴
史
」と
中
期
将
来
計
画
を

読
ん
で
嬉
し
く
な
る
と
共
に
、
日

本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会（
Ｎ
Ｃ
Ｃ
）

の
招
き
で
来
日
さ
れ
、
北
九
州

N
P
0
法
人「
抱
撲
」共
に
久
山
療

育
園
の
活
動
を
見
学
に
来
ら
れ
た

ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
幹
事
長
の

藤田　英彦

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ク
リ
ー
ク
さ
ん
が
、

久
山
療
育
園
の
通
所
第
2
療
育
室

へ
の
渡
り
廊
下
に
あ
る『
M
I
T
・

L
E
B
E
N
』を
見
て「『
ミ
ッ
ト

レ
ー
ベ
ン
』は『
共
に
生
き
る
』と
い

う
他
に『
生
命
と
共
に
』と
い
う
意

味
も
あ
る
。」と
言
わ
れ
た
。」と
い

う
記
事
を
見
て
更
に
嬉
し
く
な
り

ま
し
た
。

　

昨
年
暮
に
中
国
の
武
漢
あ
た

り
で
発
症
し
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

菌
に
よ
る
感
冒
感
染
者
は
、
今
年

に
入
り
全
世
界
の
急
速
な
勢
い
で

蔓
延
し
、
国
内
で
は
６
月
３
日
現

在
約
１
万
７
千
人
、
全
世
界
で
約

６
３
８
万
６
千
人
と
い
う
恐
ろ
し

い
数
字
が
毎
日
毎
日
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
筆
者
の
住
む
北
九
州
市

は
、
26
日
間
感
染
者
０
の
状
況
が

一
転
し
て
、
こ
の
12
日
間
だ
け
で

１
２
４
人
、
し
か
も
、
病
院
従
事

者
と
患
者
、
小
・
中
学
校
の
児
童
、

生
徒
、
教
師
の
間
に
起
こ
っ
た
ク

ラ
ス
タ
ー
が
主
で
、
市
長
も「
第
２

波
の
真
っ
た
だ
中
に
い
る
と
認
識

し
て
い
る
」と
叫
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
見
え
な
い
う
ち
に
侵
さ
れ
、

見
え
な
い
か
た
ち
で
広
が
っ
て
い

る「
悪
霊
」の
よ
う
な
し
つ
こ
い
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
、
私
た
ち
は
如

何
対
応
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
聖
書
で
、
使
徒
パ
ウ
ロ

は「
も
し
わ
た
し
た
ち
の
福
音
が
お

お
わ
れ
て
い
る
な
ら
、
滅
び
る
者

ど
も
に
と
っ
て
お
お
わ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
」Ⅱ
コ
リ
ン
ト（
４
：
３
）

「
も
し
わ
た
し
た
ち
の
福
音「
神
は

愛
で
あ
る
」（
Ⅰ
ヨ
ハ
ネ
３
：
16
）

と
宣
言
す
る
聖
書
は
、
世
界
の
か

け
が
え
の
な
い
一
人
び
と
り
の
人

間
の「
命
の
尊
厳
」を
大
切
に
す
る

こ
と
を
語
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

そ
れ
を
奪
お
う
と
す
る
目
に
見
え

な
い
悪
の
力
に
対
抗
す
る
た
め
に
、

「
わ
た
し
は
こ
う
祈
る
。
あ
な
た
が

た
の
愛
が
、
深
い
知
識
に
お
い
て
、

す
る
ど
い
感
覚
に
お
い
て
、
い
よ

い
よ
増
し
加
わ
り
」（
ピ
リ
ピ
１
：

９
）、
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

菌
に
よ
る
被
害
に
只
脅
え
る
だ
け

で
な
く
、
目
を
覚
ま
し
て
冷
静
に

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

パ
ウ
ロ
は
Ⅰ
コ
リ
ン
ト
13
：
13

で「
こ
の
よ
う
に
、
い
つ
ま
で
も
存

続
す
る
も
の
は
、
信
仰
と
希
望
と

愛
と
、
こ
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
で
最
も
大
い
な
る
も
の
は
愛

で
あ
る
」と
言
い
切
り
ま
す
。
信
仰

も
希
望
も
愛
も
、
直
接
に
は
見
え

な
い
も
の
で
す
。

　

２
０
０
３
年
に
発
行
さ
れ
た
久

山
療
育
園
の『
ひ
び
き
あ
う
い
の

ち
』（
新
教
出
版
社
）第
８
章「
久
山
」

の
理
念
と
理
念
史
に
、
金
子
純
雄
・

安
藤
榮
二
両
氏
が「
ミ
ッ
ト
レ
ー
ベ

ン（
共
に
生
き
る
）に
寄
せ
て
」と
題

し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

『
21
世
紀
に
つ
い
て
、
私
た
ち
は
必

ず
し
も
明
確
な
展
望
を
描
き
出
せ

な
い
で
い
る
。
む
し
ろ
、
政
治
的
、

経
済
的
に
は
混
迷
の
度
が
加
わ
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
私
た

ち
は
失
望
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら「
見

え
る
も
の
に
で
な
く
、
見
え
な
い

も
の
に
目
を
注
ぐ
。
見
え
る
も
の

は
一
時
的
で
あ
り
、
見
え
な
い
も

の
は
永
遠
に
つ
づ
く
の
で
あ
る
。

（
Ⅱ
コ
リ
ン
ト
4
：
18
）こ
と
を
信

じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
私
た
ち

は
、
久
山
設
立
に
当
た
っ
て
、
創

立
の
精
神
、
ま
た
は
理
念
と
し
て

こ
の
聖
句
を
掲
げ
た
。
私
た
ち
が

目
を
凝
ら
し
て
見
え
な
い
も
の
を

見
よ
う
と
す
る
よ
り
、
イ
エ
ス
の

眼
差
し
が
向
け
ら
れ
る
方
向
を
見
、

イ
エ
ス
が
歩
ま
れ
る
と
こ
ろ
に
共

に
立
と
う
と
す
る
限
り
、
私
た
ち

は
人
間
と
し
て
の
愛
や
優
し
さ
を

学
び
、
試
行
錯
誤
を
恐
れ
ず
、「
共

に
生
き
る
」人
と
し
て
歩
み
続
け
る

こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の

意
味
で
、
私
た
ち
は「
神
の
国
」の

望
み
に
生
き
る
こ
と
が
許
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
」（
１
９
７
ペ
ー
ジ
）

第 200 号（5） 2020 年 7月 20日愛　の　手　を



 2019年度決算

決　算　概　要
　社会面では2019年10月より消費増税(8％→10％ )が実施され、事務費、事業費に於ける業務委託、保守料及び消耗備品等単価増の要因となっ
た。人的には直接看護、介護者の中途退職、産休・育休等に対する人材確保が困難な期間が続いたが、配置基準は確保することができた。
　中長期的な事業継続推進の為、「社会福祉充実計画」に基づき、園内システム全般の更改、電子カルテシステムの導入準備を行い、2020年度稼
働へ繋ぐ年となった。全体の資金収入は、対計画比１００％、支出は人件費、事業費、事務費に於いて対計画比９７％となり予算内で推移した。
結果、当期資金収支差額は、対計画比１，４００万円であったが、決算額２，９００万円となり１，５００万円の増となった。
　損益から見た事業活動全体収益では、前年度対比100％、全体費用は減価償却費等も加えて前年度対比99％となった。

　障害福祉サービス等収入に於いて、対計画費では、入所在籍日数増により300万円増となったが、短期入所、通所、相談支援、重症者ﾎｰﾑ共に稼
働減の1,500万円減で全体としては約1,200万円減となった。医療事業収入での入所に関しては、在園日数及び診療実績増により1,400万円増と
なった。他方外来では、稼働日数、診療内容で400万円減となり、全体収入では約1,000万円増であった。
　また、医療備品購入に対する補助金申請350万円は今年度は却下となった。

　対計画費の主たるマイナス要因は、人員配置のずれ等による人件費3,700万円減である。事業費は消耗器具備品費（電子カルテ用PCカート他）、医
薬品実績増等により300万円増となった。固定資産取得支出に関しては、福祉請求システム、次期医療介護システムに関する支出により約500万円
増となった。尚、電子カルテを主とする園内システム全般の更改支出1,100万円は、今年度計画の「社会福祉充実計画」に基づく支出である。

[収　入] 対計画比　100％

[支　出] 対計画比　97％

6,313,000
517,178,000
779,100,000
20,510,000
2,221,000
6,608,000

1,331,930,000
1,052,077,000
156,376,000
100,004,000

1,308,457,000
23,473,000
3,500,000

3,500,000
22,973,000

22,973,000
△ 19,473,000
10,000,000

10,000,000

0
10,000,000

14,000,000

398,068,717
412,068,717

児童福祉事業収入
障害福祉サービス等事業収入
医療事業収入
経常経費寄附金収入
受取利息配当金収入
その他の収入
 事業活動収入計 (1)
人件費支出
事業費支出
事務費支出

 事業活動支出計 (2)

勘定科目 予算 (A) 決算 (B) 差異 (A)-(B)

事業活動資金収支差額 (3)=(1)-(2)

収入事
業
活
動
に
よ
る
収
支

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

支出

収入

支出

収入

支出

施設整備等資金収支差額 (6)=(4)-(5)

施設整備等補助金収入

その他の活動資金収支差額 (9)=(7)-(8)
予備費支出 (10)
当期資金収支差額合計 (11)=(3)+(6)+(9)-(10)

前期末支払資金残高 (12)
当期末支払資金残高 (11)+(12)

 施設整備等収入計 (4)
固定資産取得支出

 施設整備等支出計 (5)

積立資産取崩収入
その他の活動による収入
 
その他の活動収入計 (7)
長期貸付金支出
積立資産支出
その他の活動による支出
 その他の活動支出計 (8)

5,611,202
504,646,237
789,214,110
21,768,190
3,088,589
7,143,672

1,331,472,000
1,014,544,389
159,605,120
99,563,643

1,273,713,152
57,758,848

0
28,381,433

28,381,433
△ 28,381,433
11,000,000
72,481

11,072,481
105,000
8,786,104
2,493,967
11,385,071
△ 312,590
―　　　　
29,064,825

398,068,717
427,133,542

701,798
12,531,763

△ 10,114,110
△ 1,258,190
△ 867,589
△ 535,672
458,000

37,532,611
△ 3,229,120

440,357

34,743,848
△ 34,285,848
3,500,000

3,500,000
△ 5,408,433

△ 5,408,433
8,908,433

△ 1,000,000
△ 72,481

△ 1,072,481
△ 105,000
△ 8,786,104
△ 2,493,967
△ 11,385,071
10,312,590

△ 15,064,825

0
△ 15,064,825

2020年6月5日第1回理事会承認
2020年6月25日第1回評議員会承認

（自）2019年4月1日（至）2020年3月31日　単位：円

2020 年 7月 20日 第 200 号（6）愛　の　手　を



　
「
久
山
療
育
園
の
開
設
と
同
時

に
刊
行
が
始
ま
っ
た「
愛
の
手
を
」

２
０
０
号
、感
無
量
の
思
い
で
す
。

退
職
後
も
毎
回
送
っ
て
い
た
だ

き
、隅
々
ま
で
拝
読
し
て
い
ま
す
。

開
設
当
初
か
ら
在
園
し
て
い
る
皆

さ
ん
の
元
気
そ
う
な
写
真
を
見
い

だ
し
て
は
懐
か
し
く
当
時
を
思
い

だ
し
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
い
ず
る
悩
み
：
ご
依
頼
を

頂
い
た
と
き
、久
山
の
あ
ゆ
み
を

細
か
く
書
い
た
ら
一
冊
分
の
本
に

な
り
そ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。思

い
つ
く
ま
ま
に
書
い
て
み
よ
う
と

思
い
ま
す
。

　
「
久
山
療
育
園
に
来
て
く
れ
ま

せ
ん
か
、ナ
ー
ス
が
見
つ
か
ら
な

い
の
よ
ね
」宮
本
先
生（
箱
崎
バ
プ

テ
ス
ト
教
会
牧
師
）か
ら
声
を
か

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

子
育
て
真
っ
最
中
で
、通
勤
に

は
車
で
１
時
間
以
上
か
か
る
と

あ
っ
て
は
、全
く
不
可
能
な
話
で

し
た
。神
様
の
お
導
き
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
定
礎
式
・
献
堂
式
に

招
か
れ
、１
９
７
６
年
８
月
か
ら

出
勤
し
始
め
ま
し
た
。だ
だ
っ
広

い
空
っ
ぽ
の
部
屋（
今
の
め
ぐ
み

棟
）で
小
山
看
護
部
長
と
入
園
受

け
入
れ
の
準
備
を
し
ま
し
た
。

　

二
人
と
も
重
症
児
の
看
護

と
は
縁
の
な
い
職
歴
で
す
。小

山
看
護
部
長
と
初
め
て
お
会

い
し
た
時
、ピ
シ
ッ
と
真
っ
白

な
ワ
ン
ピ
ー
ス
の
ユ
ニ
ホ
ー

ム
と
黒
線
入
り
の
ナ
ー
ス

キ
ャ
ッ
プ
！
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。京
都
バ
プ
テ
ス
ト
看
護
学

校
の
教
務
主
任
、外
国
帰
り
で

英
語
ペ
ラ
ペ
ラ
と
あ
っ
て
、最

も
目
立
つ
存
在
で
し
た
。久
山

の
歴
史
を
作
っ
た
大
ボ
ス
で

す
。誰
か
ら
も
好
か
れ
る
気
さ

く
で
魅
力
的
な
看
護
部
長
で

す
。

　

開
設
ま
で
に
集
ま
っ
た
現

場
ス
タ
ッ
フ
は
指
導
員
２
名

看
護
師
２
名
准
看
護
師
１
名

看
護
助
手
数
名
だ
け
で
す
。こ

れ
で
24
時
間
の
完
全
看
護
？

気
の
遠
く
な
る
現
実
で
し
た
。

ミ
ッ
ト
レ
ー
ベ
ン
：
９
月
末

か
ら
い
よ
い
よ
入
園
受
け
入

れ
開
始
で
す
。最
初
に
入
園

し
た
S
君
と
顔
を
合
わ
せ
た

時
、よ
し
何
と
か
頑
張
ろ
う
！

と
思
い
が
け
な
い
力
を
感
じ

た
の
は
私
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。深
夜
勤
務
は
准
看
護
師
、夜

勤
の
出
来
な
い
私
は
日
勤
業
務
、

看
護
部
長
は
昼
間
に
看
護
部
長
業

務
、夜
は
準
夜
勤
務
と
い
う
ハ
ー

ド
な
も
の
で
み
ん
な
必
死
で
し

た
。

　

初
代
園
長
は
、九
州
大
学
総
長

も
務
め
ら
れ
た
高
名
な
小
児
科
医

の
遠
城
寺
先
生
で
す
。「
自
分
は

小
児
科
医
と
し
て
尽
力
し
て
き
た

が
、ど
う
し
て
も
救
え
な
か
っ
た

重
症
児
に
心
か
ら
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
る
。こ
れ
か
ら
の
人
生

を
重
症
心
身
障
害
児
者
の
た
め
に

尽
く
し
た
い
」と
熱
い
思
い
を
話

さ
れ
ま
し
た
。　

　

入
園
受
け
入
れ
の
た
め
の
児
童

相
談
所
め
ぐ
り（
面
接
）が
あ
り
ま

す
。ご
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
遠

城
寺
先
生
も
ラ
イ
ト
バ
ン
に
乗
っ

て
あ
ち
こ
ち
ご
一
緒
し
ま
し
た
。

Ｓ
ち
ゃ
ん
の
高
齢
の
お
母
さ
ん
が

今
ま
で
の
苦
労
を
淡
々
と
話
さ

れ
た
の
を
聞
い
た
遠
城
寺
先
生
は

し
ん
み
り
と「
本
当
に
大
変
だ
っ

た
ね
、こ
れ
か
ら
は
大
丈
夫
だ
か

ら
安
心
し
て
く
だ
さ
い
」と
言
葉

を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。私
た
ち
の

責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
ば
で
し
た
。少

し
ず
つ
増
え
て
い
く
入
園
者
の
ひ

と
り
ひ
と
り
に
、や
さ
し
く
手
を

差
し
伸
べ
、笑
顔
で
話
し
か
け
て

下
さ
い
ま
す
。ス
タ
ッ
フ
の
輪
の

中
に
入
り
、分
け
隔
て
な
く
接
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。遠
城
寺
先
生
は

間
も
な
く「
明
日
か
ら
来
ら
れ
な
く

な
っ
た
。ご
め
ん
ね
、頑
張
っ
て
ね
、

こ
ど
も
た
ち
を
よ
ろ
し
く
」と
の
お

言
葉
を
残
し
て
寂
し
そ
う
に
お
帰
り

に
な
り
ま
し
た
。久
山
は
ど
う
な
る

の
？
不
安
が
つ
の
る
ば
か
り
で
す
。

牧
師
先
生
達
の
夢
と
医
療
現
実
の
は

ざ
ま
で
苦
悩
さ
れ
た
先
生
を
見
送
り

ま
し
た
。

苦
難
を
乗
り
越
え
て
：
定
員
50
名
の

生
活
棟
が
手
狭
に
な
る
に
つ
れ
て
ス

タ
ッ
フ
も
少
し
ず
つ
整
っ
て
来
ま
し

た
。重
症
児
者
と
の
出
会
い
は
ほ
と

ん
ど
初
め
て
の
人
達
で
す
が
、久
山

の
看
護
に
す
ん
な
り
と
溶
け
込
ん
で

い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。看
護
の

基
本
を
忠
実
に
守
り
ま
し
ょ
う
、と

い
う
の
が
基
本
方
針
で
し
た
。そ
れ

は
今
も
守
ら
れ
て
い
る
の
で
は
？
と

想
像
し
て
い
ま
す
。

入
園
し
た
こ
ど
も
た
ち
：
Ｎ
君
は
体

が
大
き
く
緊
張
の
強
い
ハ
ン
サ
ム
青

年
で
す
。時
折
と
て
も
大
き
な
声
で

泣
き
叫
び
ま
す
。ど
こ
が
ど
う
あ
る

の
？
大
き
な
虫
歯
が
原
因
か
も
？

と
近
く
の
歯
科
医
院
を
受
診
し
ま
し

た
。「
と
て
も
手
に
負
え
ま
せ
ん
」と

あ
っ
さ
り
断
ら
れ
ま
し
た
。自
分
た

ち
で
守
る
し
か
な
い
！
と
全
員
の

口
腔
ケ
ア
を
始
め
ま
し
た
。小
児
歯

横
浜
市
在
住
　
元
看
護
部
長

　
壽
福
　
ム
ツ
子

科
医
院
で
歯
ブ
ラ
シ
を
紹
介
し
て
も

ら
い
誤
嚥
不
安
の
中
、ウ
ォ
ー
タ
ー

ピ
ッ
ク
で
口
の
中
の
残
渣
物
を
き
れ

い
に
洗
い
流
し
ま
す
。大
変
な
労
力

で
す
が
ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
で
頑
張
り

ま
し
た
。誤
嚥
は
一
度
も
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。口
の
中
は
見
違
え
る

よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
口
臭
も
な
く

な
り
ま
し
た
。そ
の
後
緒
方
小
児
歯

科
か
ら
歯
科
治
療
に
来
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
り
、数
年
後
に
は
虫
歯
ゼ

ロ
１
０
０
％
と
い
う
快
挙
を
遂
げ
ま

し
た
。多
田
園
長
が
就
任
さ
れ
、食
事

訓
練
・
機
能
訓
練
に
力
を
入
れ
る
よ

う
に
な
り
、ヴ
オ
イ
タ
ー
法
の
取
り

組
み
、２（
４
）回
食
や
全
員
の
矯
正

椅
子
作
成
も
そ
の
こ
ろ
か
ら
で
す
。

超
重
度
障
害
児
の
受
け
入
れ
：
Ｍ

ち
ゃ
ん
は
巨
大
水
頭
症
の
４
歳
の
可

愛
い
男
の
子
で
す
。Ｆ
大
病
院
か
ら

久
山
に
お
願
い
し
た
い
と
の
連
絡
が

入
り
ま
し
た
。当
時
養
育
部
長
の
鎌

田
先
生
と
Ｆ
大
病
院
に
出
向
き
ま

し
た
。広
い
病
室
に
感
染
防
止
の
た

め
に
一
人
ポ
ツ
ン
と
隔
離
さ
れ
、看

護
主
任
さ
ん
が
必
死
に
命
を
守
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。Ｍ
ち
ゃ
ん
の
主
治

医
は
久
山
に
お
願
い
で
き
れ
ば
こ
こ

で
、多
く
の
命
を
救
え
る
ん
だ
が
、と

の
話
で
し
た
。果
た
し
て
今
の
久
山

の
体
制
で
こ
の
命
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
？
と
て
も
不
安
で
し

た
。当
時
久
留
米
か
ら
来
て
お
ら
れ

 
２
０
０
号
発
行
に
寄
せ
て

特
別
寄
稿
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【
４
月
】▽
１
、２
日 

新
入
職
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
▽
３
日 

臨
時

感
染
対
策
委
員
会
▽
10
日 

イ
ー
ス
タ
ー
行
事
▽
13
日 

臨
時
感
染
対

策
委
員
会
▽
20
日 

臨
時
感
染
対
策
委
員
会
▽
24
日 

誕
生
会　

【
５
月
】

▽
11
日 

臨
時
感
染
対
策
委
員
会
▽
13
、14
日 

会
計
事
務
所
決
算
監

査
▽
20
日 

臨
時
感
染
対
策
委
員
会
▽
22
日 

誕
生
会

【
６
月
】▽
３
日 

福
岡
特
別
支
援
学
校
入
学
式
▽
５
日 

第
１
回
理
事

会
▽
８
日 

臨
時
感
染
対
策
委
員
会
▽
10
日 

保
護
者
役
員
会
と
の
懇

談
会
▽
19
日 

誕
生
会

メ
　
モ
　
帳

（
２
０
２
０
／
４
／
１
～
６
／
30
）

【
採　

用
】

▽
大
久
保
敬
弘（
看
護
師
）	

４
／
１
付

▽
佐
藤　

瑠
奈（
看
護
師
）	

４
／
１
付

▽
猿
渡　

美
緒（
看
護
師
）	

４
／
１
付

▽
城
島　

洋
子（
看
護
師
）	

４
／
１
付

▽
永
松　

大
河（
介
護
福
祉
士
）　

４
／
１
付

▽
川
邊
以
都
美（
介
護
福
祉
士
）　

４
／
１
付

▽
中
城　

夏
美（
介
護
福
祉
士
）　

４
／
１
付

▽
福
島　

有
紀（
療
育
員
）	

４
／
１
付

▽
正
岡
亜
耶
子（
療
育
員
）	

４
／
１
付

▽
下
川
百
合
子（
療
育
員
）	

４
／
15
付

▽
冨
田　

裕
規（
介
護
福
祉
士
）　

５
／
11
付

▽
山
本
喜
久
子（
事
務
員
）	

5
／
18
付

【
退　

職
】

▽
菊
池　

好
子（
療
育
員
）	

４
／
30
付

▽
添
田　

次
郎（
事
務
員
）	

６
／
30
付

職
員
の
異
動

た
山
本
先
生
は
、万
が
一
命
を
守

れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、一
人

ぼ
っ
ち
で
閉
鎖
病
棟
で
長
く
生

き
長
ら
え
る
よ
り
、一
日
で
も
こ

の
開
か
れ
た
施
設
で
友
達
と
暮

ら
し
た
方
が
Ｍ
ち
ゃ
ん
に
と
っ

て
は
幸
せ
で
は
な
い
か
、と
の

発
言
で
受
け
入
れ
が
決
ま
り
ま

し
た
。白
い
肌
、１
０
０
セ
ン
チ

あ
ま
り
の
頭
位
に
細
い
首
の
M

ち
ゃ
ん
は
、特
製
の
椅
子
を
作
っ

て
も
ら
い
、泣
い
た
り
い
い
顔
を

見
せ
た
り
少
し
だ
け
口
か
ら
食

べ
た
り
、ド
ク
タ
ー
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
か
ら
優
し
く
声
を

か
け
ら
れ
、か
わ
い
い
帽
子
も

作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。み
ん
な

と
一
緒
に
保
育
、訪
問
養
護
学
校

の
教
育
も
受
け
、10
年
余
り
後

に
、私
た
ち
に
大
き
な
生
き
た
証

し
、多
く
の
教
訓
を
残
し
て
天
国

に
旅
立
ち
ま
し
た
。

め
ぐ
み
棟
・
ひ
か
り
棟
：
２
階
が

増
設
さ
れ
80
名
の
定
員
に
な
り
、

讃
美
歌『
恵
み
の
光
は
』か
ら
小

山
看
護
部
長
が
命
名
し
ま
し
た
。

通
園
部
門
も
誕
生
し
大
き
な
施

設
に
な
り
ま
し
た
。

冠
た
る
重
症
児
施
設
と
し
て
：
多

田
園
長
の
あ
と
、優
し
い
藤
井
園

長
に
替
わ
り
、ま
も
な
く
国
立
病

院
の
名
誉
院
長
の
城
崎
先
生
が

来
ら
れ
る
噂
を
耳
に
し
ま
し
た
。

城
崎
先
生
は
私
の
看
護
学
校
時
代

の
整
形
外
科
の
Ｄ
ｒ
で
、先
輩
ナ
ー

ス
か
ら
は
剃
刀
の
城
崎
と
恐
れ
ら

れ
て
い
た
先
生
で
す
。顔
を
合
わ
せ

る
前
か
ら
ビ
ビ
ッ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
子
供
達
に
は
と
て
も
優
し
い

園
長
先
生
で
し
た
。ま
も
な
く
入
来

診
療
部
長
が
就
任
さ
れ
、子
供
た
ち

と
の
生
活
の
不
安
は
な
く
な
り
ま

し
た
。組
織
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ

て
、ま
す
ま
す
い
ろ
ん
な
軋
轢
も

多
々
出
て
来
ま
す
。城
崎
園
長
は
、

「
君
た
ち
の
悩
み
は
、ド
ク
タ
ー
が

定
着
す
れ
ば
解
決
す
る
と
思
っ
て

い
た
け
ど
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た

ね
」と
つ
ぶ
や
か
れ
ま
し
た
。私
た

ち
は
ひ
た
す
ら
子
供
た
ち
の
幸
せ

な
毎
日
の
生
活
を
目
指
し
て
育
ん

で
行
く
ば
か
り
で
す
。全
国
施
設

長
会
議
に
出
席
さ
れ
た
城
崎
園
長

が「
久
山
療
育
園
は
日
本
で
冠
た
る

重
症
児
施
設
で
す
と
言
わ
れ
た
よ
。

と
い
う
こ
と
は
世
界
で
も
冠
た
る

も
の
だ
よ
ね
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。本
当
に
報
わ
れ
た
思
い
で
す
。

開
設
当
時
不
安
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ

た
家
族
の
皆
様
か
ら
、久
山
に
入
園

し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
喜
ん
で

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

思
い
が
け
な
く
：
不
安
が
な
く
な
り

安
定
し
た
日
々
が
、と
思
っ
て
い
た

の
で
す
が
、事
務
局
長
、看
護
部
長
、

診
療
部
長
、園
長
と
次
々
に
退
職
さ

れ
ま
し
た
。ス
タ
ッ
フ
に
惜
し
ま
れ

な
が
ら
、去
っ
て
行
か
れ
る
皆
様
は

後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
の
退

職
で
し
た
。

　

久
山
の
土
を
踏
ん
で
19
年
、看
護

部
長
を
４
年
務
め
た
私
は
当
時
の

伊
藤
園
長
と
と
も
に
久
山
を
去
り

ま
し
た
。

オ
キ
シ
ト
シ
ン（
出
産
期
、胎
児
期
、

授
乳
期
を
通
し
て
母
子
を
支
え
る

愛
情
ホ
ル
モ
ン
と
も
言
う
べ
き
ホ

ル
モ
ン
）：
入
来
先
生
は
小
児
医
療

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
す
。オ
キ
シ
ト

シ
ン
の
話
も
そ
う
で
す
。私
た
ち
も

障
害
児
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
や
さ

し
い
気
持
ち
、心
を
た
く
さ
ん
貰
っ

て
い
る
の
で
す
。体
験
し
た
こ
と
の

な
い
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
命
を
守
る
使

命
の
中
で
、皆
様
の
ご
苦
労
は
如
何

ば
か
り
か
と
思
い
を
馳
せ
て
い
ま

す
。新
生
讃
美
歌
４
９
５
番『
主
よ

み
手
も
て
ひ
か
せ
た
ま
え
、た
だ
わ

が
主
の
道
を
あ
ゆ
ま
ん
。い
か
に
暗

く
け
わ
し
く
と
も
み
む
ね
な
ら
ば

わ
れ
い
と
わ
じ
』い
つ
も
脳
裏
に
浮

か
ぶ
一
節
で
す
。ネ
ッ
ト
で
久
山
療

育
園
の
組
織
表
を
見
つ
け
ま
し
た
。

43
年
の
あ
ゆ
み
に
驚
き
と
感
動
を

覚
え
ま
し
た
。障
害
児
者
の
皆
様
、

そ
れ
に
関
わ
る
す
べ
て
の
皆
様
の

大
き
な
愛
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。
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【
法
人
】

　

一
般
献
金　
　
　
　
　
　
　
　

安
部
咲
子
、
阿
部
直
子
、
飯
田
節
子
、
石

垣
幸
枝
、
い
の
ち
の
冠
福
岡
教
会
、
友
学

園
女
子
中
学
高
等
学
校
奉
仕
委
員
会
、
大

谷
緑
、
大
牟
田
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
キ
リ
ス

ト
教
会
、（
学
）西
南
女
学
院
、（
学
）福
岡

女
学
院
、
㈱
ロ
ジ
テ
ム
九
州
、
栗
ヶ
沢
バ

プ
テ
ス
ト
教
会
、
栗
田
昌
直
、
恵
泉
バ
プ

テ
ス
ト
教
会
、
公
益
財
団
法
人
福
岡
Ｙ
Ｗ

Ｃ
Ａ
、
高
知
伊
勢
崎
キ
リ
ス
ト
教
会
、
西

南
学
院
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
兄
弟
会
、
手
作

品
売
上
げ
、
東
洋
英
和
女
学
院
中
高
部
宗

教
委
員
会
、
匿
名
、
土
地
家
屋
調
査
士
法

人
エ
ビ
ス
、
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
久
留

米
キ
リ
ス
ト
教
会
、
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連

盟
百
合
丘
キ
リ
ス
ト
教
会
、
福
岡
ア
ル
ミ

工
業
㈱
、
豊
前
キ
リ
ス
ト
教
会
、
防
府
バ

プ
テ
ス
ト
教
会
、
室
蘭
バ
プ
テ
ス
ト
キ
リ

ス
ト
教
会
、
山
口
正
夫
、
嘉
久
明
子
、
若

松
バ
プ
テ
ス
ト
教
会

（
以
上
３
，
７
１
６
，
３
６
２
円
）

【
重
症
者
ホ
ー
ム
】

　

一
般
献
金　
　
　
　
　
　
　
　

自
動
販
売
機
売
上
献
金
、
井
手
伸
昌
、
匿

名
、
鳴
戸
健
太
郎
、
久
山
療
育
園
献
金
箱

（
以
上
１
０
０
，
３
６
４
円
）

【
施
設
】

　

一
般
献
金　
　
　
　
　
　
　
　

K
O
B
A
Y
A
S
H
I
S
H
O
H
E
I
、

大
場
奈
緒
子
、
大
原
あ
い
子
、
関
東
学
院

の
び
の
び
の
ば
園
、（
宗
）日
本
バ
プ
テ
ス
ト

篠
崎
キ
リ
ス
ト
教
会
、仙
川
キ
リ
ス
ト
教
会
、

高
松
常
磐
町
キ
リ
ス
ト
教
会

（
以
上
１
６
９
，
３
６
１
円
）

　

献
品　
　
　
　
　
　
　
　

上
尾
キ
リ
ス
ト
教
会
女
性
会（
タ
オ
ル
他
）、

安
部
田
欽
也（
は
が
き
）、
荒
金
幸（
手
作
り

髪
止
め
他
）、
案
浦
紀
伎
子（
切
手
）、
入
山

秀
美（
は
が
き
）、
梅
田
淳
子（
切
手
他
）、
お

針
の
会
関
祐
子（
布
雑
巾
）、
㈱
サ
ニ
ク
リ
ー

ン
九
州（
マ
ス
ク
）、
コ
ス
ト
コ（
マ
ス
ク
）、

児
湯
キ
リ
ス
ト
教
会
女
性
会（
日
用
品
）、
佐

伯
た
ま
み（
マ
ス
ク
）、
堺
麗
子（
ス
ポ
ン
ジ

ブ
ラ
シ
）、
佐
賀
銀
行
大
橋
創
和
寮（
マ
ス

ク
）、
鮫
島
隆
之（
は
が
き
）、
末
田
初
恵（
マ

ス
ク
他
）、
高
瀬
孝
介（
靴
下
）、
田
中
由
美

（
は
が
き
）、
富
田
愛
三
郎
・
治
子（
マ
ス
ク
）、

鳴
戸
陽
介（
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
）、
日
本
基
督
教

団
自
由
が
丘
教
会
女
性
会（
お
し
ぼ
り
他
）、

林
香
代
美（
マ
ス
ク
）、
久
山
療
育
園
親
交
会

（
電
子
レ
ン
ジ
）、福
岡
友
の
会
岩
永
友
里（
マ

ス
ク
カ
バ
ー
）、
防
府
バ
プ
テ
ス
ト
教
会（
タ

オ
ル
）、松
尾
国
利（
マ
ス
ク
）、松
尾
幸
江（
マ

ス
ク
）、
矢
野
和
美（
マ
ス
ク
）、
山
口
久
美
・

英
明（
は
が
き
）、
山
本
俊
次（
マ
ス
ク
）、
吉

川
道
雄
・
三
恵
子（
マ
ス
ク
）

（
以
上
１
２
，
０
９
２
円
）

【
ミ
ッ
ト
レ
ー
ベ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

２
０
１
９
年
度
献
金
分

（
以
上
１
，
７
１
０
，
７
３
７
円
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
２
０
２
０
年
３
月
１
日
～
５
月
31
日
）
敬
称
略

次
期
シ
ス
テ
ム
構
築
に
関
わ
っ
て
（
こ
れ
ま
で
の
ご
報
告
）

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
２
０
０
８
年
度
、
職
員
に
シ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
採
用
し
、
園
内
の
情
報
・
共

有
・
デ
ー
タ
管
理
・
教
育
等
を
行
い
、
パ
ソ
コ
ン
を

利
用
し
た
基
幹
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
運
用
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
度
よ
り
現
行
シ
ス
テ
ム
の
仕
様
を

継
続
し
つ
つ
、
業
務
の
効
率
化
・
生
産
性
向
上
を

図
る
た
め
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
き
、
情
報
管

理
担
当
者
を
中
心
に
２
０
２
０
年
度
の
稼
働
を
目

標
と
し
て
次
期
シ
ス
テ
ム
構
築
の
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
次
期
シ
ス
テ
ム
で
は
医
療
系
の
電
子
カ

ル
テ
を
中
心
に
事
務
系
シ
ス
テ
ム
も
同
時
に
構
築

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
医
療
系
・
事
務
系
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
、
業
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
今
年
３
月
に
は
事
務
系
シ
ス
テ
ム
の

稼
働
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

４
月
に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
医
療
系
シ
ス
テ
ム
で
進
め
て
い
る
電
子
カ

ル
テ
導
入
業
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
が
中
断
を
余
儀

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
５
月
下
旬
よ
り
制
限
付
き

な
が
ら
も
業
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
が
可
能
と
な
り
、

８
月
稼
働
に
向
け
て
の
打
ち
合
わ
せ
を
再
開
し
急

ピ
ッ
チ
で
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
操
作
方
法
の
研
修
・
様
々
な
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
重
ね
な
が
ら
ス
ム
ー
ズ
に
稼
働
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
事
務
部
医
事
主
任
・
情
報
管
理　

波
田　

良
）
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めぐみ棟より
　

４
月
10
日
に
イ
ー
ス
タ
ー
の
お
祝
い
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
は
新
人
９
名
で
森
山
直
太
朗
の「
さ
く
ら
」を
ト
ー
ン
チ
ャ

イ
ム
で
演
奏
し
イ
ー
ス
タ
ー
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
、
自
粛
期
間
中
の
沈
ん
だ
気
持
ち
を
吹
き
飛
ば
せ

る
よ
う
各
々
が
変
装
し
て
少
し
で
も
明
る
さ
を
届
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
な
か
な
か
揃
っ
て
の
練
習
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
精
一
杯
息
を
合
わ
せ
て
楽
し
く
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
の
卵
探
し
も
、
可
愛
く
変
装
し

た
動
物
た
ち
と
一
緒
で
ご
利
用
者
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
生
活
も
ご
利
用
者

と
共
に
楽
し
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

（
介
護
福
祉
士　

塩
井
貴
文
）

　

月
に
１
回
、
め
ぐ
み
棟
の
女
性
３
名
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

感
覚
体
験
を
主
と
し
て
活
動
を
行
い
、
毎
回
歌
や
楽

器
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ピ
ア
ノ
や
太
鼓
だ
け
で
な

く
、
日
常
で
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
無
い
楽
器
も
使
用
し
、

た
く
さ
ん
の
音
や
振
動
な
ど
を
体
験
す
る
中
で
、
自
分

が
好
き
な
楽
器
を
み
つ
け
た
り
、
他
者
か
ら
聞
こ
え
る

音
に
注
目
し
て
聴
い
た
り
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

季
節
に
あ
っ
た
歌
を
一
緒
に
歌
っ
た
り
、
暑
い
日
は
水

や
氷
を
使
っ
た
り
と
季
節
を
感
じ
る
活
動
も
行
っ
て
い

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
感
覚
体
験
を
通
し
て
、
好
き
な
感

覚
刺
激
を
楽
し
く
探
し
、
い
ろ
い
ろ
な
反
応
を
引
き
出

せ
る
よ
う
、
今
後
も
活
動
提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
言
語
聴
覚
士　

坂
元
由
美
）

　

め
ぐ
み
棟
男
性
３
名
も
ま
た
、
月
に
１
回
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
上
肢
活
動

を
主
に
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
名
前
呼
び
の
際
は

ス
イ
ッ
チ
を
押
し
て
も
ら
う
こ
と
で
元
気
の
確
認
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
季
節
に
合
っ
た
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

４
月
か
ら
は
春
の
草
や
花
を
探
し
に
園
庭
へ
行
き
、
そ

の
草
や
花
で
押
し
花
を
作
り
写
真
た
て
を
作
成
し
ま
し

た
。
そ
の
際
に
は
様
々
な
感
触
や
に
お
い
、
感
覚
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
笑
顔
も
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
力
が
発
揮
で
き
、
達
成
感
を
得

ら
れ
る
よ
う
今
後
も
活
動
提
供
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
作
業
療
法
士　

阿
南
真
弥
）

イ
ー
ス
タ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ク
ル
活
動（
女
性
チ
ー
ム
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ク
ル
活
動（
男
性
チ
ー
ム
）

※
ひ
か
り
棟
の
記
事
は
、
最
終
ペ
ー
ジ
で
す
。
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通
所
で
は
、
ご
家
族
へ
お
手
紙
を

贈
る
療
育
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

感
染
症
拡
大
の
影
響
で
以
前
ま
で

出
来
て
い
た
外
出
や
面
会
が
厳
し

く
な
っ
た
こ
の
頃
。
そ
ん
な
時
だ
か

ら
こ
そ
お
手
紙
と
い
う
ツ
ー
ル
を
通

し
て
利
用
者
さ
ん
の
元
気
な
様
子

が
ご
家
族
に
伝
わ
れ
ば
・
・
と
思

い
、
切
手
を
貼
っ
て
郵
送
を
し
ま
し
た
。

お
手
紙
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る

時
間
で
は
、
穏
や
か
に
黙
々
と
書
く
様

子
や
、
時
に
は
ご
家
族
の
こ
と
を
思
い

笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
様
子
が
随
所
に
見

ら
れ
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん
の
想
い
の

こ
も
っ
た
お
手
紙
が
無
事
に
ご
家
族

に
届
く
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
こ
の
機
会

を
今
後
の
療
育
活
動
の
ア
イ
デ
ィ
ア

に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
通
所
介
護
福
祉
士　

松
元
り
か
）

通所で頑張っています
そ
う
だ
、手
紙
を
贈
ろ
う
!!

6 月は梅雨の季節…
葉っぱの傘を持ってお散歩です

５月はお弁当を持って
ピクニックへ♪

通所の装飾

オラフもつまみ食い！

美味しそうな
お弁当を持って
どこへいくのかな？

通所では年間を通して玄関や廊下、渡り廊下の装飾を変えています♫
玄関前ではトトロたちが皆さんをお出迎えしています。季節を通して、
様々なトトロたちが見られるかも！？ぜひ見に来てくださいね☆☆☆
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　4 月 18 日のお昼時、ホームはなんだかいつもとは違う雰囲気に…
　この日のホームはなんと！ラーメン屋さんに大変身しました♪
　外出や面会がなかなか出来ない中ですが、少しでもステイホームを楽しんでいただこうと、ホーム内食事行事
として、ラーメンパーティーを企画しました。
　ホーム内をラーメン屋さん風に飾り付け、スタッフも白タオルに T シャツというラーメン屋さんの店員スタイ
ルになりました。
　スープや具材も本格派を意識して複数種類を準備しました。醤油や味噌、豚骨といった美味しそうなスープの
香りの中で、入居者さんは思わず笑顔に。自分は食べ終わったにも関わらず、他の入居者さんに運ばれていくど
んぶりをみて「おかわり！」と挙手する方も ( 笑 ) 餃子や唐揚げも皆さんペロリと食べてしまいました。そして、デ
ザートは別腹♪
　久山療育園ではすっかりお馴染み Tana さんのケーキと、スナック菓子もあっという間に食べてしまいました。
色々な種類のケーキを準備すると、「イチゴがいい！」「可愛いのがいい！」など、それぞれの好みが表れていました。
笑顔でラーメンを食べる入居者さんを見て、スタッフの気持ちもラーメンのスープのようにほっこり温かくなり
ました♪　　　

（重症者ホームひさやま　生活支援員　濵田彩子）

重症者ホームひさやまより
ホームのラーメンパーティ
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朝礼、打ち合わせ
通園バス迎え
登園、健康チェック、おむつ交換
朝の会
療育活動、個別指導、保育（幼児）
おむつ交換、食事準備
食事指導、休憩、おむつ交換
（機能訓練へ）
小活動
帰りの会
降園、通園バス送り
記録、片付け
反省会

8:00

10:00
10:20
10:30
11:30
12:00
13:00
14:00
14:30
15:00

16:45

朝礼、打ち合わせ
通園バス迎え
朝の会
機能訓練（A班）、保育（B班）
食事指導
機能訓練（B班）、保育（A班）
お別れの会
通園バス送り

8:00

10:20
10:30
11:30
13:00
14:00

朝礼、打ち合わせ
通園バス迎え
登園、健康チェック、おむつ交換
朝の会
療育活動、個別指導、保育（幼児）
おむつ交換、食事準備
食事指導、休憩、おむつ交換
（機能訓練へ）
小活動
帰りの会
降園、通園バス送り
記録、片付け
反省会

8:00

10:00
10:20
10:30
11:30
12:00
13:00
14:00
14:30
15:00

16:45

朝礼、打ち合わせ
通園バス迎え
朝の会
機能訓練（A班）、保育（B班）
食事指導
機能訓練（B班）、保育（A班）
お別れの会
通園バス送り

8:00

10:20
10:30
11:30
13:00
14:00

年
齢
制
限
の
解
除

　

何
と
か
し
た
い
と
思
い
な
が
ら

現
場
ス
タ
ッ
フ
で
は
困
難
な
こ
と

で
し
た
。
し
か
し
、
通
園
形
態
は

少
し
ず
つ
本
来
の
形
へ
近
づ
い
て

い
き
ま
し
た
。
年
度
末
に
な
っ
て

も
、
年
齢
制
限
に
つ
い
て
は
18
歳

に
な
っ
た
か
ら
と
断
る
こ
と
が
で

き
ず
そ
の
ま
ま
残
留
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。
つ
い
に

1
9
9
5
年
度
に
年
齢
制
限
を
解

除
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
通
学
学
齢
児
は
対
象

に
な
ら
な
く
な
り
、
2
0
0
6
年

度
の
年
齢
構
成
は
最
高
年
齢
58
歳
、

最
低
年
齢
3
歳
、
平
均
年
齢
24.

7

歳
と
な
り
ま
し
た
。

11
9
4
4
1
29

7
7
6
7
5
32

18
16
10
11
6
61

6 歳未満
6～10 歳
11～15 歳
16～20 歳
21 歳以上
合計

年　齢 男 女 合計

2
0
1
4
10
1
2
20

3
0
0
5
13
3
4
28

5
0
1
9
23
4
6
48

6 歳未満
6～10 歳
11～15 歳
16～20 歳
21～30 歳
31～40 歳
41 歳以上
合計

年　齢 男 女 合計

11
9
4
4
1
29

7
7
6
7
5
32

18
16
10
11
6
61

6 歳未満
6～10 歳
11～15 歳
16～20 歳
21 歳以上
合計

年　齢 男 女 合計

2
0
1
4
10
1
2
20

3
0
0
5
13
3
4
28

5
0
1
9
23
4
6
48

6 歳未満
6～10 歳
11～15 歳
16～20 歳
21～30 歳
31～40 歳
41 歳以上
合計

年　齢 男 女 合計

43
年
の
あ
し
あ
と

表 1　年齢構成（1996/3/31）

表 3　プログラム（1996年度）

表 4　プログラム（2006年度）

（資料：20周年記念誌）

（資料：30周年記念誌）

表 2　年齢構成（2006/4/1）

運
営
協
議
会
委
員
／
元
地
域
療
育
部
長

　
窪
田
次
男

久
山
療
育
園

在
宅
支
援
の
歴
史
②

久
山
療
育
園
で
の
在
宅
支
援

（
そ
の
２
）

念
願
の
重
症
児
者
通
園 

始
ま
る　

　

1
9
9
0
年
１
月
、
全
国
５
ヶ

所
の
重
症
児
施
設
で
重
症
児
者
通

園
モ
デ
ル
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

養
護
学
校（
当
時
）卒
業
後
の
生
き

場
所
が
な
い
と
い
う
、
全
国
の
保

護
者
や
関
係
者
の
働
き
か
け
に
、

そ
の
こ
ろ
の
厚
生
省（
当
時
）は「
通

園
が
で
き
る
な
ら
重
症
児
で
は
な

い
」と
い
う
反
応
で
し
た
。
し
か
し

横
浜
市
の「
朋
」を
は
じ
め
、
重
症

児
者
通
園
の
先
駆
け
と
な
る
事
業

所
が
現
わ
れ
、
厚
生
省
は
よ
う
や

く
重
い
腰
を
あ
げ
て
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
で
し

た
。

　

久
山
療
育
園
で
は
新
し
く
通
園

棟
が
増
築
し
ま
し
た（
全
国
で
久
山

の
み
）。
４
月
の
落
成
献
堂
式
で
川

野
直
人
初
代
理
事
長
が「
新
し
い
酒

は
新
し
い
革
袋
へ
」と
題
し
て
挨
拶

を
し
ま
し
た
。「
い
ま
や
福
祉
の
輪

は
、
施
設
中
心
か
ら
地
域
へ
、
家

庭
へ
、
更
に
人
か
ら
人
へ
と
広
が

り
つ
つ
あ
り
ま
す
」。
重
症
児
者
に

と
っ
て
そ
れ
は
新
し
い
時
代
の
幕

開
け
で
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
利
用
定
員
は
１
日

15
人（
Ａ
型
）で
し
た
。
３
年
後
に

国
は
定
員
５
人（
Ｂ
型
）の
通
園
を

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
全
国
５
ヶ
所

に
指
定
し
ま
し
た
。

現
場
ス
タ
ッ
フ
の
苦
悩　
　
　

　

確
か
に
、
重
症
児
者
に
と
っ
て
、

新
し
い
歩
み
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

モ
デ
ル
事
業
と
は
、
そ
の
事
業
が

有
効
に
運
営
で
き
る
の
か
を
検
証

す
る
も
の
で
あ
り
、
各
施
設
は
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
を
も
っ
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
久
山
療
育
園
で
は

開
始
間
近
に
な
っ
て
、「
医
療
の
中

の
通
園
」と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
が
最
優
先
さ
れ
、

そ
の
効
果
が
よ
り
大
き
く
期
待
で

き
る
若
年
層
に
対
象
が
限
ら
れ
た

の
で
す
。
通
園
対
象
を
18
歳
未
満

と
し
、
リ
ハ
ビ
リ
に
付
き
添
う
た

め
保
護
者
同
伴
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
現
場
ス
タ
ッ
フ
を

悩
ま
せ
ま
し
た
。
通
園
事
業
実
現

の
た
め
に
大
き
な
力
と
な
っ
た
18

歳
以
上
の
方
が
対
象
に
な
ら
な

か
っ
た
の
で
す
。
家
族
の
落
胆
は

大
き
か
っ
た
、
し
か
し
お
母
さ
ん

達
は
表
情
で
は
通
園
事
業
が
実
現

し
た
こ
と
を
喜
ん
で
下
さ
い
ま
し

た
。

　

重
症
児
者
通
園
モ
デ
ル
事
業
は
、

養
護
学
校
卒
業
後
、
通
う
と
こ
ろ

が
な
い
た
め
の
対
策
で
あ
っ
た
は

ず
で
す
。
そ
れ
は
高
等
部
卒
業
後

に
、
学
校
と
同
じ
よ
う
に
単
独
で

通
園
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
保
護
者
や

関
係
者
は
必
死
に
運
動
を
さ
れ
て

き
た
の
で
す
。

単
独
通
園
の
実
現　
　
　

　

通
園
で
は
、
家
庭
か
ら
離
れ
た

場
所
で
家
族
と
は
違
う
方
の
介
助

で
新
し
い
体
験
を
し
て
ほ
し
い
、

そ
れ
が
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
思
い
で

し
た
。
ま
た
通
園
を
し
て
い
る
間

は
、
お
母
さ
ん
に
は
自
分
の
時
間

と
し
て
自
由
に
し
て
ほ
し
い
、
24
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 久山療育園開園祭
（バザー、交流イベント、健康フェア等）

中止のお知らせ
　

毎
年
恒
例
の
開
園
祭
、
中
止
の
お
知
ら
せ

で
す
。今
年
は
９
月
22
日
に「
第
44
回
開
園
祭
」

を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
大
勢
の
方
が

集
ま
る
こ
と
に
よ
り
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
開
催
が
難
し
く

な
り
、
施
設
利
用
者
と
皆
様
の
ご
健
康
を
考

慮
し
中
止
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
楽
し

み
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
は
誠
に
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
卒
ご
理
解
の
程
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
次
年
度
の
開

園
祭
で
お
会
い
で
き
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
楽

し
み
に
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
（
な
お
、
平
素
の
お
支
え
へ
の
感
謝
を
さ
さ

げ
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
勤
続
職
員
表

彰
を
か
ね
た
礼
拝
を
９
月
23
日(

水)

に
予

定
し
て
お
り
ま
す
の
で
対
象
の
方
に
は
ご
案

内
を
差
し
上
げ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
）

バ
プ
テ
ス
ト
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守
る
会

理　

事　

長　

宮
﨑　

信
義

久
山
療
育
園
重
症
児
者
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー

　
　

セ
ン
タ
ー
長　

岩
永　

知
秋

創立51周年に向かって

時
間
介
護
を
し
て
お
ら
れ
る
の
で

す
か
ら
。

　

単
独
通
園
へ
の
方
向
転
換
は
思

わ
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
の
外
力
で
し

た
。
1
9
9
8
年
８
月
、
厚
生

省
の
意
向
を
含
め
て
県
か
ら
口
頭

指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に

「
利
用
人
数
の
確
保
」が
あ
っ
た
の

で
す
。
年
度
末
ま
で
に
利
用
人
数

15
人
／
日
を
確
保
で
き
な
い
場
合

は
Ｂ
型
に
格
下
げ
す
る
と
い
う
の

で
す
。
Ａ
型
を
守
り
た
い
、
現
場

ス
タ
ッ
フ
は
保
護
者
の
協
力
も
得

て“
出
来
る
こ
と
か
ら
と
り
か
か

ろ
う
〟と
知
恵
を
し
ぼ
り
必
死
に

な
り
ま
し
た
。
訓
練
の
な
い
受
け

入
れ
、
単
独
通
園
、
送
迎
の
工
夫
、

業
務
の
効
率
化
、
利
用
回
数
の
増

加
、
新
規
の
利
用
者
増
員
に
努
め

た
の
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
４
月
～
８
月
の

実
績
は
9.

3
人
／
日
で
し
た
が
、

９
月
～
３
月
で
は
15.

1
人
／
日

を
達
成
し
た
の
で
す
。
そ
の
後
は
、

実
績
を
維
持
し
な
が
ら
、
単
独
通

園
と
回
数
の
増
加
、
訓
練
中
心
か

ら
療
育
内
容
の
充
実
へ
と
質
的
に

も
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。（

続
く
）

　新型コロナウイルスの流行によって、4 月以降の街頭募金は中止しています。また、それに伴
い、定期総会、及び、夏のワークキャンプが中止になったことを、お知らせしなければなりませ
ん。総会の内容に関しましては、皆さまには改めて「壁新聞」でご報告いたしますので、そちら
で前年度の活動報告、新年度の活動計画などをご確認ください。
　また、例年、8月中旬に久山療育園で２泊3日で行っているワークキャンプも、残念ながら
中止を決定いたしました。中止は「O-157」の流行に続いて 2 度目となりますが、重症児者施設
での開催であり、こういう状況ではやむを得ません。楽しみにしてくださっている皆様には、大
変残念で、申し訳なく思っています。また、これら以外についても、コロナ・ウイルスの流行状
況などを見計らいながら、計画を進めて行くことになります。よろしくお願いします。

( 会長　伊原幹治 )

ミットレーベン・ネットワーク
会長　　伊原幹治
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２
０
１
９
年
11
月
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
が
中
国
武
漢
市
を
中
心
に
発

生
し
、日
本
で
も
２
０
２
０
年
１
月
28
日

に「
指
定
感
染
症
」と
閣
議
決
定
さ
れ
ま

し
た
。当
園
で
も
２
月
に
臨
時
感
染
対
策

委
員
会
を
開
催
し
、標
準
予
防
策
の
徹
底

を
図
り
、マ
ス
ク
着
用
、手
洗
い
の
徹
底
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
止
、保
護
者
の
面

会
禁
止
と
続
け
て
き
ま
し
た
。そ
の
間
、

多
く
の
方
か
ら
マ
ス
ク
の
献
品
等
様
々

な
ご
支
援
と
祈
り
を
受
け
、７
月
13
日
現

在
、園
内
か
ら
感
染
者
が
出
て
い
な
い
こ

と
を
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
は
季
節
が
変
わ
り
梅
雨
を
経

て
、台
風
の
時
季
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。毎

年
九
州
で
は
集
中
豪
雨
が
発
生
し
多
く

の
人
命
が
失
わ
れ
、４
年
前
の
熊
本
地
震

で
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。２

年
前
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
は
道

内
全
域
で
停
電（
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）が

発
生
し
、日
常
の
電
気
製
品
、機
器
に
依

存
し
た
生
活
が
一
変
し
、医
療
施
設
で
は

医
療
機
器
の
使
用
が
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。障
害
者
の
方
々
、特
に
呼
吸
器
使

用
の
方
々
は
命
の
危
機
に
直
面
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
園
で
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
の

ほ
か
、従
来
か
ら
風
水
害
に
対
す
る
危
機

管
理
も
行
っ
て
お
り
、水
と
電
気
の
確
保

に
は
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
な

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
た
め
、
久

山
療
育
園
内
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
み
あ
わ
せ
て
い
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
か
ら
温
か
い
お
声
掛
け

も
あ
り
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
形
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

利
用
者
の
ベ
ッ
ド
内
で
の
環
境
を
整

え
る
た
め
、
掛
け
布
団
を
収
納
す
る
た

め
の
大
き
な
バ
ッ
ク
。
季
節
を
感
じ
る

環
境
設
定
の
た
め
の
モ
ビ
ー
ル
や
活
動

に
使
う
も
の
の
絵
や
切
り
抜
き
。
作
業

の
お
願
い
を
す
る
と
す
ぐ
に
作
っ
て
い

た
だ
き
、
と
て
も
素
敵
な
作
品
が
出
来

上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

制
限
の
あ
る
生
活
の
中
で
暮
ら
し
て

い
る
利
用
者
に
と
っ
て
、
園
の
中
の
環

境
が
楽
し
く
、
快
適
に
な
る
よ
う
に

作
っ
て
い
た
だ
い
た
作
品
は
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。利
用
者
、

職
員
共
々
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
笑
顔
で
お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会　

古
賀
ク
ミ
）

　

毎
年
恒
例
の
開
園
祭
、
中
止
の
お
知
ら
せ

で
す
。今
年
は
９
月
22
日
に「
第
44
回
開
園
祭
」

を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
大
勢
の
方
が

集
ま
る
こ
と
に
よ
り
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
開
催
が
難
し
く

な
り
、
施
設
利
用
者
と
皆
様
の
ご
健
康
を
考

慮
し
中
止
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
楽
し

み
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
は
誠
に
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
卒
ご
理
解
の
程
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
次
年
度
の
開

園
祭
で
お
会
い
で
き
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
楽

し
み
に
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
（
な
お
、
平
素
の
お
支
え
へ
の
感
謝
を
さ
さ

げ
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
勤
続
職
員
表

彰
を
か
ね
た
礼
拝
を
９
月
23
日(

水)

に
予

定
し
て
お
り
ま
す
の
で
対
象
の
方
に
は
ご
案

内
を
差
し
上
げ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
）

バ
プ
テ
ス
ト
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守
る
会

理　

事　

長　

宮
﨑　

信
義

久
山
療
育
園
重
症
児
者
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー

　
　

セ
ン
タ
ー
長　

岩
永　

知
秋

歩
　

行
　

器

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り

が
ら
自
家
発
電
機
の
燃
料
は
４
時
間
分

し
か
な
く
長
時
間
に
わ
た
る
停
電
に
は

十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
後
燃
料
備
蓄

の
増
加
を
積
極
的
に
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
号
は
記
念
す
べ
き「
愛
の
手
を
」

２
０
０
号
と
な
っ
て
い
ま
す
。２
５
年
前

の
１
０
０
号
の「
歩
行
器
」で
は
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「『
愛
の
手
を
』

の
源
流
と
な
っ
た
第
一
号
の
編
集
後
記

か
ら
当
時
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。・
・
誌
名『
愛
の
手
を
』は
機
関

誌
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
し
て
抜
群
で
あ
り

ま
す
。特
に『
愛
の
手
』だ
け
に
と
ど
ま
ら

な
い『
を
』の
響
き
が
毎
号
読
者
の
心
を

打
っ
て
、手
を
差
し
伸
べ
ず
に
は
お
か
な

い
、そ
の
人
な
り
の
実
践
へ
と
奮
い
立
た

せ
て
き
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。」

　

こ
れ
ま
で
の
皆
様
方
の
祈
り
と
献

金
、何
十
年
に
も
及
ぶ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の

方
々
の
お
支
え
が
、ま
さ
に『
愛
の
手
を
』

で
あ
っ
て
、最
も
弱
い
入
所
者
の
方
々
の

命
が
守
ら
れ
て
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の「
愛
の
手
を
」が
果
た
し

て
き
た
役
割
を
引
き
継
ぎ
、入
所
者
の

方
々
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
を
こ
れ
か

ら
も
伝
え
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

（
H
・
N
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
力
に

あ
ら
た
め
て
感
謝
で
す

てるてるぼうずとしずく 掛布団も収納できるバックを作って
頂きました。ありがとうございます。
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５
月
下
旬
、
利
用
者
さ
ん
３
名
と
皿
山
公
園
へ

バ
ス
ハ
イ
ク
に
行
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
外
出

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
出
発
前
か
ら
ニ
コ
ニ
コ
と

笑
顔
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

昼
食
を
食
べ
、
い
ざ
出
発
！
職
員
や
他
の
利
用

者
さ
ん
に「
行
っ
て
き
ま
す
」と
挨
拶
し
、
バ
ス
に

乗
り
込
み
ま
す
。
バ
ス
に
揺
ら
れ
な
が
ら
外
の
景

色
を
見
て
、
と
て
も
楽
し
そ
う
な
様
子
で
す
。「
楽

し
い
で
す
ね
」と
声
を
掛
け
る
と「
は
い
」と
返
事
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。
公
園
に
到
着
す
る
と
、
目
の

前
に
は
大
き
な
汽
車
が
止
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
バ

ス
か
ら
眺
め
て
い
る
と
、
汽
車
を
目
の
前
に「
き
ゃ

ー
」と
興
奮
し
て
い
る
方
も
い
れ
ば
、
見
慣
れ
な
い

乗
り
物
に
と
て
も
不
思
議
そ
う
に
見
て
い
る
方
も

い
ま
し
た
。
帰
り
は
少
し
お
疲
れ
気
味
の
様
子
で

し
た
が
、
ど
こ
か
い
つ
も
と
は
違
っ
た
笑
顔
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
バ
ス
ハ
イ
ク
に
参
加
し
、
利
用
者

さ
ん
の
楽
し
そ
う
な
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
一
日
で
も
早
く
感
染
が
収
ま
り
、

ま
た
外
出
で
き
る
日
が
来
ま
す
よ
う
に
…
。

（
ひ
か
り
棟
介
護
福
祉
士　

池
田
七
瀬
）

　

福
岡
特
別
支
援
学
校
に
通
学
し
て
い
る
Y
さ

ん
も
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、
学
校
が
休
校
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
春
、
小
学
部
２
年
生
か
ら

３
年
生
に
進
級
し
、
お
友
達
と
学
校
で
会
え
る
の

を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
し
た
。
学
校
か
ら
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
教
材
が
送
ら
れ
て
き
て
、
そ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見

て
毎
日
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
５
月
に
な
り
リ
モ

ー
ト
授
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
、

ｉ
ｐ
ａ
ｄ
を
使
っ
て
授
業
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。　

　

新
し
い
担
任
の
先
生
と
の
初
対
面
で
し
た
が
、

名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、
満
面
の
笑
み
で「
は
い
」と

返
事
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
お
友
達
の
顔
が
映
る

と
画
面
を
じ
っ
と
見
て
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

久
々
に
会
う
お
友
達
の
顔
を
見
て
う
れ
し
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　

普
段
は
あ
ま
り
映
像
に
興
味
が
な
い
Y
さ
ん
で

し
た
が
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
教
材
や
学
校
の
新
し
い
取
り
組
み

で
映
像
へ
の
興
味
も
出
て
き
た
よ
う
で
す
。
元
気
に

学
校
に
通
学
で
き
る
ま
で
は
、
新
し
い
形
で
の
学
生

生
活
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
ひ
か
り
棟
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者　

古
賀
ク
ミ
）

　

世
間
で
は
自
粛
、
自
粛
、
と

言
わ
れ
憂
鬱
な
気
分
に
な
り
が

ち
な
今
日
こ
の
頃
…
。

　

そ
ん
な
中
！
５
月
の
喫
茶
活

動
で
、
ひ
か
り
棟
デ
イ
ル
ー
ム

に「
な
ん
ち
ゃ
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
」

が
出
現
！

　

み
ん
な
が
好
き
そ
う
な
お
菓

子
や
ジ
ュ
ー
ス
…
な
ん
と
！
か

ら
あ
げ
く
ん
、
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ

ト
ま
で
あ
り
の
ワ
ク
ワ
ク
な
喫

茶
活
動
で
し
た
。

　

久
山
療
育
園
店
専
用
紙
幣
で
、

好
き
な
商
品
を
買
っ
て
頂
く
シ

ス
テ
ム
。
買
い
物
好
き
、
か
ら

あ
げ
好
き
な
Ｍ
さ
ん
は
ニ
コ
ニ

コ
で
す
。
ど
れ
を
買
お
う
か
迷

い
な
が
ら
楽
し
そ
う
な
方
や
、

何
度
も
買
い
に
来
る
方
、
レ
ジ

前
で
思
わ
ず
つ
ま
み
食
い
し
て

し
ま
っ
た
方
な
ど
、
み
ん
な
楽

し
く
笑
い
合
い
な
が
ら
の
喫
茶

活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
部
屋
の
中
で
も
楽
し
く

過
ご
せ
る
よ
う
に
と
、
い
つ
も

素
敵
な
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
く

れ
る
保
育
士
さ
ん
に
感
謝
で
す
。

次
回
は
何
か
な
～
♪

（
ひ
か
り
棟
療
育
員　

宮
本
幸
子
）

ひかり棟より
バ
ス
ハ
イ
ク

リ
モ
ー
ト
授
業

♪
気
分
は
お
買
い
物

はい、チーズ

た・の・し・い・なぁ〜

2020 年 7月 20日 第 200 号（16）愛　の　手　を


